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令和元年度厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 
災害対策における地域保健活動推進のための実務担当保健師の能力向上に係わる研修ガイドラインの作成と検証 

 

分担研究報告書 
 

研究題目 実務保健師の災害時の対応能力育成のための研修ガイドライン（案）の 
現場適用による検証－検証２－ 

 
研究分担者 石川 麻衣（群馬大学保健学研究科・准教授） 

 
研究要旨 
２か所の都道府県における人材育成研修の一環として、実務保健師の災害時の対応能力育成の

ための研修ガイドライン（案）を適用し、研修の企画、実施および評価を行った。 
研修の企画においてガイドライン活用が有効であったが、具体的な方策を検討する段階に課題

が伴った。研修の位置づけや研修全体の目的と結びついた行動の変化が多く確認され、研修全体

の目標との一貫性・整合性を意識した研修企画が効果を高めることが示唆された。一方、多様な

参加者に応じた到達度の絞り込みや時間の制約が課題となるため、参加者同士の高めあいや研修

後の行動化の動機づけが重要となることが見いだされた。 

 
 

Ａ．研究目的  
 本研究の目的は、本研究班で作成中の

「実務保健師の災害時研修ガイドライン

案」を、協力の得られた県、政令市、保健

所等の保健師人材育成担当者に活用して

もらい、研修を企画・実施し、評価するこ

とを通して、研修ガイドラインの実用性

及び効果を検証することである。  
本報告では、2 都道府県（A 県・B 県）

において、県単位で実施される人材育成

を目的とした研修において、研修の一部

として、「実務保健師の災害時研修ガイド

ライン案」を適用し、研修の企画・実施・

評価を行った過程からガイドライン案を

検証した結果を報告する。  
 
Ｂ．研究方法  
１．調査対象  

大規模自然災害が想定されている都道

府県２か所において、実務保健師を対象

とする災害時研修の企画実施評価に携わ

る担当者保健師および研修ガイドライン

案を用いて企画された災害時研修を受講

した実務保健師。  
なお、実務保健師とは、管理的立場及

び統括的立場の保健師を除く保健師を実

務保健師とする。すなわち、新任期、中堅

期にある保健師で、「保健師に係る研修の

あり方等に関する検討会最終とりまとめ

（厚生労働省、平成 28 年 3 月）」で示す

キャリアレベル A-1～A-4 段階にある保

健師とする。  
 
２．研究方法  
１）研修ガイドラインの活用の導入  

研修ガイドライン案を活用して、実務

保健師を対象とした災害時研修の企画・

実施・評価の計画立案を行った。研修の

計画立案は、ガイドラインで示された４

つのステップを踏みながら、各自治体の

人材育成担当者が行った。分担研究者が、

研修ガイドライン案の使い方について必

要に応じて助言を行った。  
２）研修ガイドラインの実用性の検証の

調査  
研修前、研修後の 2 時点において、研修

ガイドライン案の内容及びその実用性に

ついて、人材育成担当者に、個別のイン

タビューを行った。  
①  研修前のインタビュー：研修ガイドラ
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イン案を提示し説明した後に、研修ガ

イドライン案を用いて、研修目的、研

修プログラム、研修評価の検討を行っ

てもらい、従前の研修の企画・実施・

評価と比較して、役立つと思われる点、

良いと思われる点、改善が必要と思わ

れる点について、半構造的に意見を聴

取した。  
②  研修後のインタビュー：研修ガイドラ

イン案を用いて、研修を実際に企画・

実施・評価した経過を振り返ってもら

い、また受講者から回収した質問紙調

査の集計結果（研修直後及び研修 2 
か月後））を見てもらったうえで、研

修ガイドラインの実用性について、従

前の研修の企画・実施・評価と比較し

て、役立った点、良いと思った点、改

善が必要と思った点について、半構造

的に意見を聴取した。  
３）研修ガイドラインの効果の検証調査  

研修受講者を対象に、研修受講直後、

および研修 2 か月後のそれぞれの時点

において、研修受講の効果について、

Kirkpatrick による 4 レベルの評価視点

に基づき、①感想・満足度、②獲得した知

識・技術・態度、③実践に戻り行動化した

内容、④職場等の環境に変化を与えた内

容の観点から、質問紙により回答を得た。 
 

（倫理的配慮）  
 人材育成担当者と研修参加者それぞれ

に、研究の主旨および意義、プライバシ

ーの保護、自由意思による研究参加、研

究参加撤回の自由について口頭及び文書

にて説明し、承諾を得た。  
千葉大学大学院看護学研究科倫理審査

委員会の承認（承認番号 31-55）を受け、

実施した。  
 
Ｃ．研究結果  
１．対象の概要  

研究対象は、A 県および B 県における

人材育成研修である。A 県では、市町村

及び保健所設置市において、保健師経験

8 年以上が経過した保健師 19 名を対象

とした 2 日間の中堅保健師研修プログラ

ムの一部として、2 時間の演習として実

施した。  
B 県は、毎年県内市町村及び保健所・

県庁保健師全体を対象とした保健活動報

告会と同日開催される半日（2 時間 30
分）の研修プログラムとして実施した。

この研修は県内の市町村、保健所、県庁

保健師全員が対象となっており、例年

50 名以上の参加が見込まれていた。  
 

２．研修ガイドラインの活用による研修

の企画  
研修企画の過程について、表１に示

す。分担研究者より人材育成担当者に対

しガイドラインについて説明を行った

後、人材育成担当者が研修案を作成し

た。その過程で、適宜分担研究者が助言

を行った。  
両県とも、ニーズアセスメントの結

果、超急性期のコンピテンシーに焦点化

し、研修を企画することとなった。A 県

では、ガイドライン説明時点では受講生

のニーズが不明であったため、人材育成

担当者が事前アンケートを行い、ニーズ

把握を行ったうえで研修を企画した。  
 
２．研修ガイドラインの実用性の検証  
 研修前のインタビューでは、ガイドラ

イン活用の利点として、「ガイドライン

があることで、災害のフェーズに合わせ

てどのような研修が必要かわかるため、

災害支援に精通していない研修担当者で

も研修を企画するのに役立つ（A 県）」

こと、「県下全体の災害に関するニーズ

が捉えられていない状況でも、コンピテ

ンシーリストがあることで、どのような

能力を高めたいか考えられる（B 県）」

「研修後の評価を考えるきっかけになる

（A 県）」という意見が挙げられた。  
 一方、改善を要する点として、「フェ

ーズごとの研修企画案の例示があると、  
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表 １  研 修 企 画    

企 画 の 段 階 ・ 内 容  Ａ 県 研 修 会  Ｂ 県 研 修 会  

ス テ ッ プ 1 
： 研 修 の ニ
ー ズ ア セ ス
メ ン ト (研
修 課 題 の 明
確 化 ）  

① 実 務 保 健 師
の 現 状 や 問 題
点  
② 受 講 者 の 背
景  
③ 受 講 者 の コ
ン ピ テ ン シ ー
及 び 知 識 ・ 技
術 ・ 態 度 の 現
状 並 び に 受 講
者 の ニ ー ズ  

① 災 害 発 生 の 少 な い 県 で あ り 、 危 機 感 が な い 。 災 害 派
遣 は 県 型 保 健 所 中 心 の た め 、 市 町 村 や 保 健 所 設 置 市 の
保 健 師 の 経 験 が 少 な い 。 台 風 19 号 で は 被 害 の 出 た 地
域 も あ り 、 対 応 し た 保 健 師 も い る は ず で 、 ま た 、 色 々
と 考 え る 機 会 に な っ た と 思 わ れ る 。  
② 市 町 村 及 び 保 健 所 設 置 市 に お い て 、 保 健 師 経 験 ８ 年
以 上 が 経 過 し た 保 健 師 １ ９ 名 。  
③ 現 状 で は 不 明 点 が あ る た め 、 事 前 ア ン ケ ー ト を 実 施
す る 。  

① 災 害 支 援 し た 経 験 に 伴 い 、 災 害 時 に お け る 対
応 能 力 や 実 践 能 力 に 違 い あ る 。  
② 新 任 期 、 中 堅 期 、 管 理 期 等 の 経 験 年 数 や 県 、
中 核 市 、 市 町 村 等 の 所 属 の 違 い な ど に よ り 様 々
な 立 場 の 保 健 師 の 参 加 が 見 込 ま れ る 。  
③ 事 前 調 査 は 実 施 し て い な が 、 初 動 体 制 の 構 築
や 受 援 体 制 に つ い て の ニ ー ズ が あ る 。  

ス テ ッ プ 2 
： 研 修 の 目
標 の 設 定  

① 焦 点 を あ て
る コ ン ピ テ ン
シ ー 及 び 知
識 ・ 技 術 ・ 態
度  
 
※ 番 号 は ガ イ
ド ラ イ ン の コ
ン ピ テ ン シ ー
と 対 応  

超 急 性 期 に 焦 点 化 す る 。  
Ⅰ -1-(1)  
Ⅰ -1-(3) 
Ⅰ -3-(7) 
Ⅰ -4-(10)  

① Ⅰ 超 急 性 期 に 焦 点 化 す る 。  
Ⅰ -1>（ ４ ） >１ ） ２ ） ３ ） ４ ）、  Ⅰ -4>(10)
（ 11）（ 12） >１ ） ２ ） ３ ） ４ ） ５ ） ６ ）、  
Ⅰ -5>(13)(14)>１ ） ２ ） ３ ） ４ ）   
② 到 達 度 と し て 理 解 や 態 度 を 一 定 水 準 に 引 き 上
げ る も の と す る 。  
③ 新 任 期 か ら 管 理 期 ま で の 幅 広 い 経 験 の 保 健 師
を 対 象 と し た 研 修 と し 、 超 急 性 期 等 に お い て 、
具 体 的 な 対 応 や 行 動 を イ メ ー ジ し な が ら 実 践 で
き る よ う に な る こ と を ね ら い と す る 。  

② 期 待 す る 到
達 度  

目 標  
① 自 然 災 害 の 超 急 性 期 （ 72 時 間 以 内 ） に お け る 実 務 保
健 師 の 役 割 を 理 解 す る こ と が で き る  
② 自 然 災 害 の 超 急 性 期 に お け る 自 分 の 役 割 を 果 た す た
め に 、 平 時 か ら 準 備 し て お く こ と 、 実 施 し て お く こ と
を 自 覚 す る こ と が で き る  
（ 日 常 業 務 を 通 じ て 保 健 師 能 力 を 高 め て お く こ と が 、
健 康 危 機 発 生 時 の 役 割 遂 行 に つ な が る こ と を 理 解 で き
る 。）  

目 標 １ ： 自 分 の 自 治 体 に 起 こ り 得 る 大 規 模 災 害
を 想 定 し 、 発 災 後 の 応 援 派 遣 の 判 断 に 活 か す た
め の 迅 速 評 価 を 実 施 す る 方 法 を 説 明 す る こ と が
で き る 。  
(自 然 災 害 の 超 急 性 期 （ 72 時 間 以 内 ） に お け る
実 務 保 健 師 の 役 割 を 理 解 す る こ と が で き る ) 
目 標 ２ ： 自 然 災 害 の 超 急 性 期 に お い て 、 実 務 保
健 師 と し て 求 め ら れ る 役 割 を 果 た す た め に 、 平
時 か ら 準 備 し て お く こ と 、 実 施 し て お く こ と を
自 覚 す る こ と が で き る 。 (そ の ひ と つ で も ､こ れ
か ら 取 り 組 む こ と が で き る ) 

ス テ ッ プ 3 
： 研 修 プ ロ
グ ラ ム の 構
成 及 び 方 法
の 検 討  

① 事 前 学 習  各 自 治 体 の 防 災 計 画 ・ マ ニ ュ ア ル を 読 み 、 所 属 に お け
る 保 健 活 動 の 体 制 と 自 分 の 役 割 を 確 認 し て く る 。  

各 所 属 に お け る 地 域 防 災 計 画 や 災 害 時 保 健 活 動
マ ニ ュ ア ル 等 を 確 認 し て お く 。  

② 集 合 型 対 面
学 習  
１ ） プ ロ グ ラ
ム 構 成 ・ 内 容  
２ ） 演 習 の タ
イ プ  
３ ） 用 い た 事
例 の 概 要  

対 面 型 Ｒ － Ｌ － Ｗ 型 で 実 施 。（ 変 則 ）  
【 プ ロ グ ラ ム 構 成 ・ 内 容 】  
テ ー マ 「 災 害 対 策 に お け る  中 堅 保 健 師 の 役 割 」  
 
１ ． 保 健 師 に 求 め ら れ る 役 割 と 能 力 :講 義  
14:10～ 14:20（ 10 分 ） 講 義  
 
２ ． 災 害 対 策 に お け る 中 堅 保 健 師 の 役 割  
14:20～ 14:35（ 15 分 ）： 振 り 返 り  
① あ な た は こ れ ま で ど ん な 災 害 対 応 を 行 い ま し た か ？  
 （ 特 に な け れ ば 、 来 年 度 の 台 風 19 号 の 時 に ど う し
て い た か 振 り 返 る ）  
② あ な た の 自 治 体 で は 、 ど ん な 災 害 が 起 こ り 、 そ れ に
よ っ て ど ん な 健 康 課 題 が 起 こ る と 思 い ま す か ？  
③ 防 災 計 画 ・ マ ニ ュ ア ル 等 を 読 ん で 、 気 づ い た こ と 、
考 え た こ と  
① ② ③ に つ い て 、 ５ 分 間 各 自 で 振 り 返 り 、 個 人 シ ー ト
（ レ ジ ュ メ ） に 記 入 、 何 人 か に 発 言 し て も ら う  
 
14:35～ 14:55（ 25 分 ）： 講 義  
① 健 康 危 機 と マ ネ ジ メ ン ト の 基 本 的 な 考 え 方  
② 災 害 時 保 健 医 療 対 策 の 関 連 法 と 指 揮 命 令 系 統  
③ 災 害 時 サ イ ク ル に 応 じ た 保 健 医 療 福 祉 ニ ー ズ の 変 化  
④ 超 急 性 期 に お け る 統 括 保 健 師 及 び 実 務 保 健 師 の 役 割  
⑤ 二 次 健 康 被 害 の 防 止  
⑥ 災 害 時 要 配 慮 者 ・ 避 難 行 動 要 支 援 者  
 
14:55～ 15:35（ 40 分 ）： グ ル ー プ ワ ー ク  
シ ナ リ オ に 沿 っ て 、 以 下 ① ② を 考 え て も ら う  
シ ナ リ オ ： 台 風 19 号 が 通 過 し た 翌 日 、 保 健 セ ン タ ー
に 出 勤 す る と 、 セ ン タ ー 長 か ら 以 下 の 指 示 か あ っ た 。
「 市 町 村 内 の 河 川 が 氾 濫 し 、 ○ ○ 地 区 の 住 民 が ○ ○ 小
学 校 に 避 難 し て い る 。 災 害 対 策 本 部 に も 詳 細 な 情 報 が
届 い て い な い の で 、 ど ん な 状 況 か 見 て き て ほ し い 」  
① 何 を ど の よ う に 見 て き ま す か ？ 情 報 収 集 計 画 を 立 て
て く だ さ い 。（ 情 報 収 集 項 目 ・ 用 意 物 品 ・ 注 意 点 ・ 避 難
所 で の 具 体 的 な 行 動 計 画 ）  
② ① を 踏 ま え て 、 今 （ 平 時 ） に や っ て お か な け れ ば な
ら な い こ と  
（ 知 識 ・ 技 術 不 足 、 自 分 自 身 の 災 害 の 備 え ）  
 
15:35～ 16:10（ 35 分 ）： 発 表 ・ ま と め  
各 グ ル ー プ 発 表 し て も ら い 、 以 下 の 内 容 を 助 言 ・ 補 足
説 明 す る  
・ 災 害 時 の 地 域 診 断 に よ る 情 報 活 用  
・ 平 時 の 実 務 保 健 師 の コ ン ピ テ ン シ ー  

【 概 要 】  
・ Ｌ Ｗ Ｒ 型 に よ る 研 修 の 実 施 。  
・ レ ク チ ャ ー で は 、 災 害 対 応 の 全 般 的 な 内 容 及
び 受 援 体 制 の 講 義 を 想 定 （ 60 分 程 度 を 想 定 ※
進 め 方 等 の 説 明 を 含 む 。）  
・ グ ル ー プ ワ ー ク で は 、 ２ 例 を 実 施 。（ 60 分 程
度 を 想 定 ※ 説 明 を 含 む ）  
１ 例 目 は 導 入 部 と し て 、「 自 身 の 地 域 に お け る
起 こ り う る 災 害 に つ い て （ 仮 ）」。  
２ 例 目 は 状 況 設 定 を 行 う 。（ ※ 平 成 29 年 度 統 括
保 健 師 の た め の 災 害 に 係 る 研 修 会 参 考 ）  
・ リ フ レ ク シ ョ ン で は 、 受 講 者 の 振 り 返 り を 行
い 、 意 見 の 共 有 を 行 う 。（ 30 分 程 度 を 想 定 ※ ア
ン ケ ー ト 記 入 を 含 む ）  
※ 演 習 時 に 各 グ ル ー プ に フ ァ シ リ テ ー タ ー は 人
員 の 都 合 上 、 配 置 せ ず に 複 数 の グ ル ー プ を 分 担
す る 。  
 
テ ー マ 「 災 害 発 生 時 に お け る 実 務 保 健 師 の 役 割
と 機 能 ～ 応 援 保 健 師 が 来 て く れ る ま で の 時 間 を
ど う 乗 り 切 り ま す か ？   
 
【 タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル 】  
13:30－ 13:40（ 10） 挨 拶 及 び 説 明  
13:40－ 14:30（ 50） 講 義  
14:30－ 14:35 (05) GW① 説 明  

＊ 司 会 、 発 表 、 記 録 、  
14:35－ 14:40（ 05） GW① 「 個 人 W 」  
14:40－ 14:50（ 10） GW① G 内 で 共 有  
14:50－ 14:55（ 05） GW② 説 明  
 
14:55－ 15:00（ 05） GW② 「 個 人 W」  
15:00－ 15:20（ 20） GW② 「 GW」  
15:20－ 15:30（ 10） 全 体 発 表 ＊ 数 G を 対 象  
15:30－ 15:40（ 10） グ ル ー プ 内 リ フ レ ク シ ョ
ン ＊ リ フ レ ク シ ョ ン ・ シ ー ト  
15:40－ 15:45（ 05） 講 評  
15:50－ 15:55（ 05） ア ン ケ ー ト 記 入 、 直 後 及
び 県 分  
15:55－ 16:00（ 05） 2 か 月 後 ア ン ケ ー ト 依 頼  
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取り組みやすいと思った。（A 県）」「ワ

ークの重要性は分かるが、具体的にどの

ようなワークをしたらいいか、またどの

ようなシナリオを作ったらいいか、わか

らない。（B 県）」が挙げられた。  
研修後のインタビューでは、役立った

点として、「ガイドラインがあることで

研修プログラムの内容がイメージしやす

く、講師との打ち合わせするにあたり参

考になる（A 県）」が、また改善を要す

る点として「今回は研修の時間が決まっ

ており、講義時間、グループワークの時

間が短かったように感じた。１日かけて

研修すると、もう少し深い内容の研修が

できたと思う。（Ａ県）」と、研修時間が

あらかじめ決まっていたことによる制約

が挙げられた。  
 

３．研修ガイドラインの効果の検証  
１）研修直後の評価  

A 県人材育成研修における終了直後の

調査は、受講者 19 人中、13 人から回答

が得られた。一方 B 県では、受講者 64
人中、54 人からの回答が得られた。A
県は全員実務保健師であり、B 県は実務

保健師 38 名、統括・管理期その他保健

師が 16 名であった。  
実務保健師の満足度（表 2）は、大変

良かった、良かったの肯定的評価が 9 割

以上であった。  
獲得した知識・技術・態度に関する回

答（表 3、表 4）は、「できた」「おおむ

ねできた」の回答が多数であったが、

「2) 研修参加を通して、災害時におけ

る実務保健師としての役割遂行に対し

て、自信を得ることができましたか」

は、A 県 B 県ともに「あまりできなかっ

た」の回答割合が高くなっていた。  
 
表 2 研 修 直 後 の 評 価 ： 満 足 度  
 大 変  

良 か っ た  良 か っ た  あ ま り 良 く  
な か っ た  計  

A 県 実 務 保 健 師  3 8 2 13 

B 県 実 務 保 健 師  14 23 1 38 

B 県 統 括 ・ 管 理 期 、  
そ の 他 保 健 師  9 7 0 16 

 
２）研修 2 か月後の評価  
 研修 2 か月後の評価について、A 県

14 名、B 県 39 名（実務保健師 27 名、

統括・管理期その他保健師 12 名）の回

答を得た (表 5、表 6)。  
 災害時における役割遂行に関連して意

識した行動・態度について、変化なしと

答えたのは、A 県 0 名、B 県 5 名であっ

た。  
 Ａ県では、【機器や必要物品等の再確

認】に関する回答が多く、救急バッグの

点検、見直しを実施する中で、定期的な

見直しの必要性や、祭りの救護活動での

経験を活かすなど、平時の活動を災害対

策に活かす視点について、気づきを得て

いた。  
一方 B 県では、【保健師間、課内での情

報共有や話し合いおよび勉強会の実施】  

表 １  研 修 企 画 つ づ き    

企 画 の 段 階 ・ 内 容  Ａ 県 研 修 会  Ｂ 県 研 修 会  

ス テ ッ プ 3 
： 研 修 プ ロ
グ ラ ム の 構
成 及 び 方 法
の 検 討  

③ 事 後 の 方 向 づ け  

グ ル ー プ ワ ー ク ② に つ い て 、 ３ か 月 以 内 に
実 施 し て も ら い 、 そ の 成 果 を ア ン ケ ー ト で
答 え る よ う 動 機 づ け る  
・ ど う す れ ば よ い か 分 か ら な か っ た こ と を
職 場 に 持 ち 帰 り 、 確 認 す る → 組 織 体 制 づ く
り に つ な げ る  
・ 個 人 で 備 え ・ 準 備 が 必 要 な こ と を 考 え 、
実 践 し て も ら う  

・ 研 修 受 講 ２ か 月 後 の 評 価 ア ン ケ ー ト の 実
施 。  

ス テ ッ プ
４ ： 研 修 の
評 価 計 画 の
立 案  

①  受 講 者 の コ ン ピ テ ン シ
ー の 到 達 度 の 評 価 の 計 画
（ 理 解 、 意 識 化 、 行 動 化 の
到 達 度 ）  

実 施 直 後 の ア ン ケ ー ト と 2 か 月 後 の FAX/メ
ー ル 調 査 を 行 う  

実 施 直 後 の ア ン ケ ー ト と 約 １ か 月 後 の 調 査 を
行 う  
【 受 講 直 後 】 研 修 ガ イ ド ラ イ ン ４ ２ ペ ー ジ の
「 受 講 直 後 の 成 果 の 評 価 の た め の 質 問 紙 」を 使
用  
【 研 修 受 講 1 か 月 後 以 降 】研 修 ガ イ ド ラ イ ン ４
３ ペ ー ジ の「 研 修 受 講 ２ か 月 以 降 の 研 修 成 果 の
評 価 の た め の 質 問 紙 」 を 使 用  

②  研 修 の 評 価 の 計 画 （ 受
講 者 の 反 応 ・ 満 足 度 、 修 得
し た 知 識 ・ 技 術 ・ 態 度 、 実
践 に 戻 り 行 動 化 し た 内 容 、
職 場 に 影 響 を 与 え た 内 容 に
対 す る 成 果 ）  
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表 3 研 修 直 後 の 評 価 ： 獲 得 し た 知 識 ・ 技 術 ・ 態 度 （ Ａ 県 ）                          N=13 
  

で き た  お お む ね  
で き た  

あ ま り  
で き な か っ た  

1) 研 修 参 加 を 通 し て 、災 害 時 に お け る  実 務 保 健 師 と し て の 役 割 遂 行
に 対 し て 、 自 覚 を 高 め る こ と が で き ま し た か ？  8 4 1 

2) 研 修 参 加 を 通 し て 、災 害 時 に お け る 実 務 保 健 師 と し て の 役 割 遂 行 に
対 し て 、 自 信 を 得 る こ と が で き ま し た か ？  1 8 4 

3) 研 修 参 加 を 通 し て 、災 害 時 に 実 務 保 健 師 と し て 求 め ら れ る 知 識・技
術 ・ 態 度 に つ い て 知 識 を 得 る こ と が で き ま し た か ？  2 10 1 

4) 研 修 参 加 を 通 し て 、実 務 保 健 師 と し て の 役 割 遂 行 に 対 し て 、自 身 の
問 題 点 を 明 確 に す る こ と が で き ま し た か ？  2 10 1 

5) 上 記 の 問 題 点 の 改 善 を 図 る た め に 必 要 な 知 識・技 術・態 度 に つ い て
学 ぶ こ と が で き ま し た か ？  1 12 0 

 
表 4 研 修 直 後 の 評 価 ： 獲 得 し た 知 識 ・ 技 術 ・ 態 度 （ B 県 ）                          N=54 

  
で き た  お お む ね  

で き た  
あ ま り  

で き な か っ た  
1) 研 修 参 加 を 通 し て 、災 害 時 に お け る  実 務 保 健 師 と し て の 役 割 遂 行
に 対 し て 、 自 覚 を 高 め る こ と が で き ま し た か ？  19 35 0 

2) 研 修 参 加 を 通 し て 、災 害 時 に お け る 実 務 保 健 師 と し て の 役 割 遂 行 に
対 し て 、 自 信 を 得 る こ と が で き ま し た か ？  2 29 23 

3) 研 修 参 加 を 通 し て 、災 害 時 に 実 務 保 健 師 と し て 求 め ら れ る 知 識・技
術 ・ 態 度 に つ い て 知 識 を 得 る こ と が で き ま し た か ？  7 45 2 

4) 研 修 参 加 を 通 し て 、実 務 保 健 師 と し て の 役 割 遂 行 に 対 し て 、自 身 の
問 題 点 を 明 確 に す る こ と が で き ま し た か ？  8 44 2 

5) 上 記 の 問 題 点 の 改 善 を 図 る た め に 必 要 な 知 識・技 術・態 度 に つ い て
学 ぶ こ と が で き ま し た か ？  10 37 7 

 
表 5 研 修 2 か 月 後 の 評 価 (A 県 ) 

 災 害 時 に お け る 役 割 遂 行 に 関 連 し て 意 識 し た 行 動 ・ 態 度 （ A 県 実 務 保 健 師 ）  

【 保 健 師 や 課 の 役 割 の 確 認 】  
・ 研 修 参 加 以 降 、 再 度 災 害 時 に お け る 保 健 師 の 行 動 に つ い て 確 認 を し た 。  
・ 自 身 が 従 事 す る 可 能 性 の あ る 避 難 所 、 同 じ 避 難 所 で 活 動 予 定 の 保 健 師 を 確 認 し た 。  
・避 難 所 運 営 に つ い て 職 員 の 役 割 分 担 に つ い て 考 え 、自 分 は 保 健 師 と し て ど ん な 役 割 を 担 え ば 良 い か 考 え る よ う に な っ た 。 
・ 災 害 時 の 参 集 場 所 等 を 職 場 内 で 確 認 し た 。  
 
【 地 域 防 災 計 画 ・ 災 害 時 マ ニ ュ ア ル 等 の 再 確 認 】  
・ 災 害 時 保 健 活 動 ガ イ ド ラ イ ン 、 災 害 時 職 員 初 動 マ ニ ュ ア ル の 確 認  
・ 時 間 が あ る 時 に 災 害 マ ニ ュ ア ル を 多 少 確 認 す る よ う に な り ま し た 。  
・ 町 の 防 災 計 画 、 マ ニ ュ ア ル を 改 め て 確 認 を し た 。  
 
【 機 器 や 必 要 物 品 等 の 再 確 認 】  
・ 市 の 防 災 計 画 に つ い て 載 っ て い な い 現 場 レ ベ ル で の 物 品 準 備 な ど に つ い て 、 意 識 が 向 上 し た よ う に 感 じ る 。 避 難 所 に 掲

示 す る ポ ス タ ー な ど に つ い て 、 書 籍 な ど か ら 情 報 収 集 を 行 っ た 。  
・ 必 要 物 品 リ ス ト の 見 直 し を 考 え た 。  
・ 救 急 バ ッ グ の 中 身 を 再 度 確 認 し 、 使 用 期 限 が 切 れ て い る も の は 処 分 ・ 新 し い も の を 購 入 し た 。 不 足 し て い る も の ・ 必 要

な も の を リ ス ト に 追 加 し 、 購 入 し た 。 お 祭 り の 救 護 の 感 想 を 再 度 確 認 し 、 ポ ケ ッ ト ア ル コ ー ル や ペ ン ラ イ ト を 新 た に 購
入 し た 。 再 度 、 救 急 バ ッ グ の 中 身 を 確 認 す る こ と で 何 が 入 っ て い る か 明 確 に な り 、 必 要 時 に ど こ に 何 が 入 っ て い る か を
改 め て 把 握 す る こ と が で き た 。  

・ 課 内 の 救 急 バ ッ グ の 点 検 ： 救 急 バ ッ グ 内 の 必 要 物 品 の 確 認 、 消 毒 薬 や 塗 布 薬 の 使 用 期 限 の 確 認 と 、 期 限 切 れ の も の の 購
入 、 ゴ ム 手 袋 、 ビ ニ ー ル 用 品 等 の 劣 化 の 確 認  

・ 備 蓄 品 の 内 容 や 数 量 が ど れ く ら い あ る か 、 ど こ の 施 設 に 何 が 備 蓄 さ れ て い る の か 、 普 段 か ら 把 握 し て お く よ う 頃 掛 け て
い る 。  

・ 緊 急 時 に 使 用 さ れ る 物 品 が 普 段 ど こ に 保 管 さ れ て い る か （ す べ て で は な い で す が ） 保 管 場 所 を 意 識 し て 確 認 す る よ う に
な り ま し た 。  

 
【 保 健 師 間 、 課 内 で の 情 報 共 有 や 話 し 合 い お よ び 勉 強 会 の 実 施 】  
・ 市 の 保 健 師 人 材 育 成 の 研 修 で 「 災 害 医 療 の 基 本 」 の 講 義 が あ っ た た め 、 職 場 内 の 打 ち 合 わ せ で 出 席 し た 人 か ら 復 命 し て

も ら っ た 。  
 
【 庁 内 、 他 機 関 と の 関 係 づ く り 】  
・ 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン へ の 情 報 提 供 。  
・ 町 保 健 師 と 連 絡 先 を 交 換 し た  
 
【 住 民 お よ び 地 域 と の 関 り 】  
・ 今 ま で 以 上 に 地 域 の こ と を 知 ろ う と い う 意 識 が 高 ま っ た 。  
・ 人 工 呼 吸 器 装 着 者 の 個 別 プ ラ ン の 見 直 し  
 
【 自 身 の 備 え 】  
・ 自 宅 の 救 急 用 品 や 非 常 食 な ど の 確 認 、 準 備 、 点 検 。  
・ 災 害 発 生 時 に 保 健 師 業 務 に 従 事 で き る よ う 、 家 庭 内 の 役 割 （ 子 ど も の 預 け 先 等 ） に つ い て 家 族 で 話 し 合 っ た 。  
・ 災 害 時 に 保 健 師 活 動 業 務 が 率 先 し て で き る よ う 、 家 庭 に お い て は 、 １ 歳 の 子 ど も の 預 け 先 や 対 応 に つ い て 、 家 族 と 話 し

合 い ま し た 。  
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表 5 研 修 2 か 月 後 の 評 価 (A 県 )つ づ き  

 災 害 時 に お け る 役 割 遂 行 に 関 連 し て 意 識 し た 行 動 ・ 態 度 （ B 県 実 務 保 健 師 ）  

【 災 害 を 意 識 し た 日 常 業 務 へ の 取 組 み 】  
・ 自 分 の 業 務 に お い て 、 優 先 順 位 を つ け て 迅 速 に 行 動 す る よ う 心 掛 け る よ う に な っ た 。 ま た 、 ど ん な 問 題 が 起 き て い る の

か を 考 え 、 ど う す れ ば 改 善 に 至 る の か ね 更 な る 改 良 は あ る の か 等 を 考 え る よ う に な り ま し た 。  
 
【 他 主 催 の 研 修 会 へ の 主 体 的 な 参 加 】  
・ 庁 内 で の 保 健 師 業 務 検 討 会 に 参 加 し 、 県 の 災 害 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 研 修 の 報 告 を 聞 き ま し た 。  
 
【 自 己 研 鑽 】  
・ 災 害 情 報 や 感 染 症 情 報 の 動 向 を 把 握 す る 習 慣 付 け の た め 、 毎 日 昼 休 み に 新 聞 を 読 む よ う に な っ た 。  
 
【 業 務 多 忙 に よ り な か な か 行 動 に 移 せ な い が 意 識 に 変 容 あ り 】  
・ 日 頃 業 務 の 中 で 実 際 に 避 難 所 で 活 動 し た 保 健 師 か ら 話 を 聞 い た り は し ま し た 。 そ の 中 で 、 避 難 所 で の 統 一 の 問 診 様 式 や

行 動 マ ニ ュ ア ル 的 な も の は 備 え て お く 必 要 が あ る と 感 じ ま し た が 、 具 体 的 な 行 動 に は ま だ 至 っ て い ま せ ん 。  
 
【 今 後 取 り 組 み た い こ と 】  
・ 災 害 が 起 き た 場 合 の 、 組 織 と し て の 対 応 や 自 分 自 身 の 動 き 方 に つ い て 事 前 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し て お き た い と 思 い ま し

た 。  
・ 災 害 に 関 す る 研 修 に 積 極 的 に 参 加 し 、 緊 急 時 に 役 立 つ ス キ ル を 習 得 し て お き た い と 思 い ま し た 。  
 

 特 に 周 囲 の 人 々 や 組 織 に 影 響 を 及 ぼ し た こ と （ A 県 実 務 保 健 師 ）  

【 体 制 の 整 備 等 に 関 す る こ と 】  
・ 災 害 時 の 対 応 で は チ ー ム プ レ ー と な る た め 、 日 頃 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 大 切 に し つ つ 、 災 害 時 の 動 き に つ い て 確 認

し あ っ て お き た い と 思 い ま し た 。  
・ 救 急 バ ッ グ の 担 当 で あ っ た が 、 中 堅 保 健 師 に 声 を か け て 一 緒 に 行 う こ と で 情 報 共 有 が 図 れ た 。 ま た 、 必 要 な 物 品 を 購 入

し た い と 事 務 職 に 相 談 し 予 算 内 で の 購 入 物 品 を 考 え 購 入 す る こ と が で き た 。  
 
【 勉 強 会 等 の 実 施 】  
・ 過 去 に 中 堅 研 修 に 参 加 し た 同 僚 と 、 災 害 時 の 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル 作 成 に つ い て 意 見 交 換 を す る 機 会 が あ っ た 。  
 
【 機 器 や 必 要 物 品 等 の 再 確 認 】  
・ 課 内 の 救 急 バ ッ グ の 点 検 を し た 際 に 、 ア ル コ ー ル 製 品 の 期 限 切 れ や 、 ゴ ム 手 袋 や テ ー プ 等 の 貼 付 け 部 分 の 劣 化 な ど が 多

く あ り 、 災 害 時 な ど で 必 要 と な っ た 時 に 十 分 に 使 用 で き な い 状 況 に な っ て し ま う こ と に 気 づ い た 。 定 期 的 な 確 認 の 必 要
性 を 再 認 識 し た 。  

 
【 他 機 関 と の 連 携 】  
・ 応 援 初 日 、 保 健 師 4 名 で 地 元 の 保 健 所 と ス ム ー ズ に 連 携 、 対 応 で き た 。  
 
【 マ ニ ュ ア ル ・ 各 種 名 簿 等 の 作 成 や 更 新 】  
・ 災 害 時 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル の 見 直 し を 検 討 中  
 
【 災 害 派 遣 時 に お け る 活 用 】  
・ す で に 台 風 19 号 で 避 難 所 運 営 を 経 験 し て お り 、 そ の 経 験 か ら 日 頃 よ り 対 応 で き る よ う 物 品 管 理 や 災 害 時 の 行 動 に つ い

て 各 保 健 師 が 意 識 す る よ う に な っ て い る と 思 わ れ る 。  
 
【 で き な か っ た 、 特 に な し 】  
・ 周 囲 の 人 々 に 影 響 を 及 ぼ す ま で は ご ざ い ま せ ん で し た 。  
・ 所 属 内 の 保 健 師 や 看 護 師 と 災 害 時 の 話 題 を 出 し て 、 話 を し た 程 度 で す 。  
 

そ の 他 （ A 県 実 務 保 健 師 ）  

【 感 想 】  
・ ガ イ ド ラ イ ン 完 成 時 や 案 の 段 階 で ガ イ ド ラ イ ン を 使 用 し て の 訓 練 を し 、 実 際 の 動 き と の 整 合 性 や 時 間 経 過 等 を 確 認 す る
必 要 が あ る と 思 い ま し た 。  
・ 災 害 発 生 を 想 定 す る こ と で 、 や る べ き こ と や 備 え て お く こ と 等 を 実 感 と し て 意 識 で き ま し た 。 特 に 、 災 害 発 生 時 に 一 人
で 行 動 す る の で は な く 、 必 ず パ ー ト ナ ー と な る 職 員 や 保 健 師 と 協 働 す る と い う 点 が 印 象 に 残 り 、 帰 庁 後 に 同 じ 避 難 所 で 従
事 す る 保 健 師 を 確 認 し ま し た 。  
・ 災 害 時 に 役 割 遂 行 で き る よ う 、 日 頃 か ら の 準 備 が 必 要 だ と 改 め て 気 づ き ま し た 。 災 害 に 対 す る 自 分 の 意 識 を 高 め る こ と
が で き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
【 課 題 】  
・ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 、 消 毒 等 の 必 要 物 品 を 購 入 で き な か っ た 。 常 に ス ト ッ ク 状 況 を 確 認 し 、 非 常 事 態 に
も 対 応 し て お か な け れ ば な ら な い と 改 め て 感 じ た 。  
・ 所 属 内 の 保 健 師 や 看 護 師 と 災 害 時 の 話 題 を 出 し て 、 話 を し た と き に 感 じ た こ と で す が 、 災 害 の 備 え に 関 し て は 日 々 の 業
務 に 埋 も れ て 後 回 し に さ れ て し ま い が ち な の で 、 業 務 の 一 環 に 位 置 付 け ら れ て い れ ば 一 人 ひ と り の 意 識 が 変 わ っ て く る と
思 い ま し た 。 ま た 、 私 の 職 場 で は 近 々 避 難 訓 練 が 予 定 さ れ る こ と に な り 、 定 期 的 に 実 施 さ れ れ ば 意 識 の 高 ま り に も つ な が
る で し ょ う し 、 実 際 の 災 害 発 生 に 困 惑 す る こ と が 少 な く な る と 思 う の で 、 少 し 期 待 を し て い ま す 。  
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表 ６  研 修 2 か 月 後 の 評 価 (B 県 ) 

 災 害 時 に お け る 役 割 遂 行 に 関 連 し て 意 識 し た 行 動 ・ 態 度 （ B 県 実 務 保 健 師 ）  

 
【 保 健 師 や 課 の 役 割 の 確 認 】  
・ 今 ま で の 災 害 に 関 す る 研 修 資 料 を 見 直 し 、 管 内 の 市 と の 連 携 で 自 分 が す る こ と に つ い て 考 え た 。  
・ 災 害 時 の 対 応 （ フ ェ ー ズ ０ ） に つ い て 見 直 し た 。  
 
【 地 域 防 災 計 画 ・ 災 害 時 マ ニ ュ ア ル 等 の 再 確 認 】  
・ 災 害 時 保 健 師 活 動 マ ニ ュ ア ル を 確 認 し た  
・ 防 災 マ ニ ュ ア ル を 見 直 し た 。  
・ 災 害 時 の マ ニ ュ ア ル を 確 認 し 、 平 常 時 か ら 災 害 時 に 備 え て 何 を し て お く べ き か 確 認 す る よ う に な っ た 。  
・ 町 の 災 害 計 画 の 見 直 し を し た 。  
・ 災 害 時 保 健 活 動 体 制 チ ェ ッ ク リ ス ト を 再 確 認 し た 。  
・ 町 の 防 災 計 画 が ど こ に 保 管 し て い た か を 確 認 し 、 災 害 救 助 の と こ ろ を ち ら っ と 見 直 し ま し た 。  
 
【 機 器 や 必 要 物 品 等 の 再 確 認 】  
・ 特 に 担 当 で は 、 改 め て 情 報 （ キ ー パ ー ソ ン 、 非 常 時 の 連 絡 先 、 災 害 時 の 備 蓄 な ど ） を 確 認 し た 。  
・ 発 災 直 後 に 動 け る よ う に 、 必 要 物 品 を 少 し ず つ 揃 え る よ う に な り ま し た 。  
 
【 マ ニ ュ ア ル ・ 各 種 名 簿 等 の 作 成 や 更 新 】  
・ 3 月 (年 度 末 )は 毎 年 小 児 慢 性 特 定 疾 病 患 者 で 、 災 害 時 要 援 助 者 避 難 支 援 プ ラ ン の 同 意 書 に 同 意 (属 す る 町 に 個 人 情 報 を 提

供 し て い い か ど う か )し て く れ て い る 対 象 者 一 覧 を ま と め て 各 町 に 提 出 し て い る (通 常 業 務 )。  
 
【 保 健 師 間 、 課 内 で の 情 報 共 有 や 話 し 合 い お よ び 勉 強 会 の 実 施 】  
・ 研 修 時 、 グ ル ー プ ワ ー ク 等 で 他 市 町 村 の 意 見 を 本 町 の 朝 礼 で 報 告 し 、 共 有 し た 。  
・ ま ず 、 研 修 で 学 ん だ こ と を 町 へ 持 ち 帰 り 皆 に 伝 達 し ま し た 。 皆 で 今 後 の 課 題 な ど 考 え る き っ か け と な り ま し た 。  
・ 研 修 会 か ら の 帰 庁 後 、 課 内 で 研 修 内 容 を 口 頭 で 共 有 し た り 、 後 日 保 健 師 間 で 研 修 資 料 を 回 覧 す る と い っ た こ と は し ま し

た が 、 そ れ 以 降 は 普 段 の 業 務 に 追 わ れ て し ま い 、 災 害 時 に 関 す る 役 割 遂 行 に つ い て 考 え る 時 間 を つ く る こ と や 、 行 動 ・
態 度 に つ な げ る こ と は で き ま せ ん で し た 。  

 
【 上 司 、 統 括 保 健 師 へ の 働 き か け 】  
・ 大 変 有 意 義 な 研 修 だ っ た の で 、 管 内 で も 同 様 の 研 修 会 が 開 催 で き た ら 良 い と 思 い 、 課 長 に 伝 え た 。  
 
【 庁 内 、 他 機 関 と の 関 係 づ く り 】  
・ 各 市 の 保 健 師 と の 顔 の 見 え る 関 係 で な い と リ エ ゾ ン 時 に 連 携 が し に く い と 感 じ た た め 、 若 い 保 健 師 と 話 す 場 で は 、 顔 と

名 前 を 覚 え る よ う に し た 。  
・ 町 保 健 師 と 連 絡 先 を 交 換 し た  
 
【 住 民 お よ び 地 域 と の 関 り 】  
・ 地 域 の 訪 問 に お い て は 、 住 民 と 災 害 に 関 す る 話 が 出 た 際 に 、 近 く に 避 難 す る の で あ れ ば ど の よ う な 方 法 ・ 場 所 を 選 ぶ か

等 を 尋 ね 、 指 定 避 難 場 所 以 外 に 地 域 住 民 が 避 難 す る 可 能 性 の あ る と こ ろ を 聞 く こ と は あ り ま し た 。  
 
【 災 害 派 遣 時 に お け る 活 用 】  
・ 災 害 は 発 生 し て い な い が 、 新 型 コ ロ ナ が 流 行 し 、 市 民 が 危 機 的 状 況 に 陥 っ た 。 そ こ で 限 ら れ た 資 源 が ど の よ う に 使 用 さ

れ 、 ど の よ う な 対 策 が 取 ら れ る の か を 理 解 す る こ と が で き た 。 主 と な り 行 動 す る こ と は で き な か っ た が 、 普 段 か ら 清 潔
へ の 指 導 の 必 要 性 や 体 制 づ く り が 重 要 で あ る と 感 じ た 。  

・ 災 害 で は な い が 、 健 康 危 機 管 理 と し て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 の 対 応 を し た 。 刻 々 と 状 況 が 変 化 し 、 迅 速 な 対 応 と
判 断 が 求 め ら れ る 。 ま た 、 自 ら の 感 染 予 防 が 必 要 と な る 。 他 の 保 健 所 管 内 に て 保 健 活 動 の 応 援 を し 、 日 常 活 動 と は 異 な
る 指 揮 命 令 権 に よ る 組 織 的 活 動 と な っ た 。 応 援 保 健 師 は 、 接 触 者 の 健 康 観 察 を 担 当 し た 。 同 じ 県 の 保 健 師 な の で 指 揮 命
令 等 が ス ム ー ズ に 出 来 た 。 応 援 保 健 師 の 心 が け と し て 、 下 記 の 内 容 が 必 要 と 考 え た 。 受 援 先 に 迷 惑 を か け な い よ う 、 主
体 的 な 活 動 す る こ と が 大 切 。 チ ー ム 活 動 の 和 を 乱 さ な い こ と 。 必 要 物 品 等 （ マ ス ク 等 ） は 、（ 現 地 に も あ る が 、） 事 前 に
用 意 し 、 持 参 す る 等 。 応 援 活 動 初 日 で あ っ た た め 、 今 後 の 応 援 に 繋 げ る た め に 、 聞 き 取 り 内 容 等 マ ニ ュ ア ル 化 し て お く
こ と が 必 要 。 今 後 の 応 援 ス ケ ジ ュ ー ル を 一 緒 に 考 え て お く 等 。  

・ 新 型 コ ロ ナ 対 応 の 中 で 、 保 健 師 業 務 実 施 の 見 直 し を 皆 で 行 い ま し た 。 そ の 時 、 通 常 モ ー ド か ら の 切 り 替 え 、 何 を 優 先 す
べ き か を 判 断 し て い く 事 を 経 験 す る こ と で き ま し た 。（ 災 害 時 と は 少 し 違 い ま す が ・ ・ ・ ）  

 
【 自 身 の 備 え 】  
・ 現 在 、 県 の 職 員 官 舎 に 住 ん で い る の で 、 同 じ く 官 舎 に 住 ん で い る 職 員 の 把 握 ・ 避 難 場 所 の 再 確 認 は し た が 、 そ れ 以 上 に

何 か 行 動 に は 起 こ せ て い な い 。  
・ 保 健 師 業 務 と し て の 災 害 対 策 の 行 動 は 主 だ っ て す す め ら れ て い な い が 、 い ざ と い う と き に 自 分 の 生 活 は 自 分 で 賄 え な い

と 、 保 健 師 活 動 自 体 が で き な く な る か も し れ な い と 思 い 、 家 の 備 蓄 等 を 見 直 し た 。  
 
【 災 害 を 意 識 し た 日 常 業 務 へ の 取 組 み 】  
・ 訪 問 等 で 地 域 を 出 る 時 に 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ や ど こ に 避 難 所 が あ る か 等 を 意 識 し て 確 認 す る よ う に な っ た 。  
・ 普 段 か ら 地 域 の 情 報 を し っ か り と 把 握 す る こ と 、 も し 災 害 が 起 こ っ た 時 に ど の よ う な 課 題 が あ る の か 等 を 改 め て 考 え る

き っ か け と な り ま し た 。 ま た 、 地 域 特 性 も 意 識 し な が ら 、 地 域 住 民 の ニ ー ズ を 把 握 し 、 保 健 師 と し て 何 を す べ き か を 常
に 意 識 し た 行 動 を す る よ う に 心 が け て い ま す 。  

・ 研 修 に 参 加 し て 、 普 段 か ら 備 え て お か な い と い け な い 保 健 師 と し て の 資 質 や 技 術 を し っ か り 磨 い て い か な い と い け な い
と 思 っ て 日 常 業 務 に 取 り 組 み ま し た 。  

・ 日 常 の 業 務 （ 例 え ば 訪 問 時 の 道 の 状 況 や 居 住 環 境 ） に お い て 災 害 発 生 時 の 状 況 を イ メ ー ジ す る こ と で 、 よ り 具 体 的 な 対
策 に つ い て 考 え な が ら 行 動 す る よ う に な り ま し た 。  

・ 訪 問 や 事 業 で 出 か け る と き に 、 避 難 所 の 場 所 等 確 認 す る よ う に な っ た 。  
 
【 業 務 多 忙 に よ り な か な か 行 動 に 移 せ な い が 意 識 に 変 容 あ り 】  
・ 研 修 内 容 の な か で 、 被 災 時 の 地 域 診 断 を 円 滑 に 行 う た め に は 、 平 時 の 地 域 診 断 や 必 要 性 が 想 定 さ れ る 情 報 の 可 視 化 （ ス

タ ッ フ 間 共 有 ） が 重 要 だ と 感 じ ま し た が 、 今 の と こ ろ 意 識 的 な 実 行 に は 至 っ て い ま せ ん 。  
・ 災 害 時 の 対 応 マ ニ ュ ア ル を 事 前 に き ち ん と 読 ん で 把 握 し て お こ う と い う 意 識 が 強 く な り ま し た 。  
・ 自 分 の 町 で も し 災 害 が 発 生 し た ら ど の よ う に 動 か な け れ ば な ら な い か 、 ま た 状 況 判 断 す る 力 も 必 要 と な っ て く る こ と を

学 ん だ の で 自 己 の 意 識 の 持 ち 方 が 少 し だ が 変 わ っ た と 思 う 。  
 
【 今 後 取 り 組 み た い こ と 】  
・ 自 分 が 関 わ る 人 の 中 で 、 災 害 時 要 配 慮 者 が ど の く ら い い る の か 把 握 し な け れ ば な ら な い と 思 っ た 。  
・ 要 援 護 者 の 方 が 災 害 時 に ど う 行 動 し た ら い い の か 、 話 し 合 い を 詰 め て い か な け れ ば な ら な い こ と を 学 び ま し た 。  
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表 ６  研 修 2 か 月 後 の 評 価 (B 県 )つ づ き  

特 に 周 囲 の 人 々 や 組 織 に 影 響 を 及 ぼ し た こ と （ B 県 実 務 保 健 師 ）  

 
【 体 制 の 整 備 等 に 関 す る こ と 】  
・ 研 修 会 後 、 保 健 所 の 統 括 保 健 師 と 中 堅 期 以 上 の 保 健 師 で 来 年 度 の 保 健 師 研 修 計 画 に は 、 保 健 所 に お け る 災 害 時 の 受 援 体

制 の 整 備 を 協 議 し て い く 必 要 が あ る こ と の 話 合 い が あ っ た 。  
 
【 勉 強 会 等 の 実 施 】  
・ 管 内 の 市 町 統 括 保 健 師 会 議 で 支 援 活 動 に 必 要 な 物 品 の 例 等 に つ い て 情 報 共 有 し た 。  
・ 復 命 書 を 作 成 し 、 保 健 師 全 体 に 、 研 修 内 容 を 情 報 提 供 し 、 市 内 保 健 師 の 人 材 育 成 研 修 の 中 で の 災 害 研 修 に お い て も 、 資

料 の 一 部 を 参 考 に し て い た だ い た 。  
 
【 住 民 お よ び 地 域 と の 関 り 】  
・ 訪 問 時 は 災 害 時 は ど の よ う な 備 え や 連 絡 体 制 を と っ て い る か 、 訪 問 対 象 者 に 聞 く こ と で 、 ひ と り ひ と り に 自 身 の 災 害 対

策 に つ い て 意 識 し て も ら う よ う に 心 が け て い ま す 。  
 
【 他 機 関 と の 連 携 】  
・ 応 援 初 日 、 保 健 師 4 名 で 応 援 し た 。 キ ャ リ ア ラ ダ ー A-４ 、 ５ と 経 験 豊 か な 保 健 師 ば か り で 現 地 の 保 健 所 と ス ム ー ズ に 連

携 、 対 応 で き た 。  
 
【 保 健 師 の 災 害 に 対 す る 意 識 の 変 容 】  
・ 皆 で 共 有 す る こ と で 、 皆 で 今 後 の 課 題 な ど 考 え て い く き っ か け と な り ま し た 。 地 区 診 断 は 、 ど の 活 動 に も 必 要 に な っ て

く る こ と が 再 認 識 で き ま し た 。  
 
【 で き な か っ た 、 特 に な し 】  
・ 影 響 を 及 ぼ し た と い う と こ ろ は な い か と 思 い ま す が 、 こ れ か ら も 保 健 師 間 だ け で な く 、 他 課 の 職 員 と も 連 携 し 、 も し も

の 時 に 備 え た 行 動 を と れ る よ う に し て い き た い と 思 い ま す 。  
・ 当 保 健 所 で は 、毎 年 、管 内 ３ 病 院 及 び 市 町 と 充 実 し た 災 害 訓 練 を し て い る 。本 研 修 の 影 響 力 は 、ほ と ん ど な く 、今 後 は 、

保 健 所 長 を 中 心 と し た 災 害 対 策 で よ い と 考 え る 。  
・ 数 年 前 の 大 水 害 の 後 、 毎 年 定 期 的 に 災 害 に 備 え た 研 修 を 実 施 し て お り 、 取 組 も 少 し ず つ 積 み 重 ね て い る た め 、 今 回 の 研

修 を 受 け た 後 で 、 特 段 行 動 に お こ す こ と は あ り ま せ ん で し た 。  
 

そ の 他 （ Ｂ 県 実 務 保 健 師 ）  

 
【 感 想 】  
・ こ の ２ か 月 間 で は 特 に あ り ま せ ん で し た が 、 キ ャ リ ア ラ ダ ー の 中 に も 健 康 危 機 管 理 に 関 す る 能 力 評 価 が あ る た め 、 日 ご

ろ か ら 意 識 す る と と も に 、 防 災 訓 練 や 研 修 等 で 災 害 が 起 き た 際 の 行 動 を イ メ ー ジ で き る よ う に し た い と 思 い ま す 。  
・ 外 部 講 師 は 、 物 足 り な さ を 感 じ る 。  
・ 日 々 、 業 務 の 行 う 上 で 、 備 え て お か な い と い け な い こ と が た く さ ん あ る と 思 い ま し た 。 日 々 の 業 務 に 一 生 懸 命 取 り 組 み

な が ら 、 災 害 時 の 備 え に つ い て も 準 備 し て い か な い と 行 け な い と 意 識 す る よ う に な り ま し た 。 火 事 場 の 馬 鹿 力 は 出 な い
と 講 師 の 先 生 が お っ し ゃ っ て い た の が 大 変 印 象 に 残 っ て い ま す 。  

・ 予 測 で き る こ と や 予 測 で き な い こ と を 踏 ま え た 災 害 に お け る 研 修 会 は 、 他 市 町 村 の 状 況 共 有 を す る こ と で 、 と て も 良 い
機 会 に な り ま し た 。  

・ 災 害 時 の 対 応 と 日 々 の 保 健 師 活 動 を 別 々 に 考 え て は い け な い と 感 じ た 。 ア セ ス メ ン ト 力 、 ニ ー ズ ア セ ス メ ン ト が で き る
よ う に 日 々 の 活 動 を 行 っ て い き た い 。  

 
【 研 修 へ の 要 望 】  
・ 研 修 時 間 が 短 か っ た 。 フ ェ ー ズ 毎 に 焦 点 を あ て て 、 も う 少 し 丁 寧 に 学 び た か っ た 。  
・ 今 後 も 受 援 に つ い て 学 び た い 。  
 
【 課 題 】  
・ 研 修 で 気 づ い た こ と に つ い て 、 次 に つ な げ て い な い と 感 じ て い る 。  
 

 災 害 時 に お け る 役 割 遂 行 に 関 連 し て 意 識 し た 行 動 ・ 態 度 （ B 県 統 括 ・ 管 理 期 保 健 師 ）  

 
【 保 健 師 間 、 課 内 、 庁 内 で の 情 報 共 有 や 話 し 合 い 】  
・ 保 健 師 の 定 例 会 を 2 月 に 実 施 し 、 災 害 時 の 保 健 師 の 役 割 に つ い て 話 し あ っ た 。 保 健 師 と し て 不 安 に 思 う こ と や 分 か ら な

い こ と を 出 し 合 っ て 、 来 年 度 の 定 例 会 で も 継 続 し て 話 し あ う こ と に な っ た 。  
・ 先 日 、 研 修 時 の 演 習 を 保 健 師 一 同 で 行 い 、 以 下 に つ い て 今 後 の 方 向 性 を 確 認 し ま し た ： 平 常 時 に 出 来 る 事 を 確 認 し 、 一

つ ず つ 準 備 し て い く 。 ど の 保 健 師 で も 対 応 で き る よ う 、 皆 で 一 緒 に 訓 練 や 演 習 を 繰 り 返 し 行 う 。 町 の 災 害 保 健 活 動 マ ニ
ュ ア ル の 作 成 に 向 け て 毎 月 打 合 せ の 時 間 を 持 つ 。  

・ 研 修 を 自 分 だ け の も の に せ ず 、 職 場 の 保 健 師 連 絡 会 議 で 研 修 の 伝 達 を 行 い 、 災 害 時 に お け る 保 健 師 の 役 割 に つ い て 各 保
健 師 に 考 え て も ら っ た 。 ま た 、 保 健 所 と し て の 受 援 体 制 に つ い て 、 来 年 度 以 降 に 管 内 市 町 と も 検 討 し て 行 く 方 向 性 で 意
思 統 一 し た 。  

 
【 地 域 防 災 計 画 や 体 制 、 マ ニ ュ ア ル の 整 備 、 お よ び 物 品 の 確 認 ・ 準 備 】  
・ 災 害 に 備 え て 物 品 備 蓄 の 必 要 性 も 改 め て 実 感 し て い る 。  
・ 指 令 系 統 が バ ラ バ ラ だ と 混 乱 し 、 報 告 も ば ら つ く た め 情 報 集 約 す る 者 が 集 約 で き な い 。  
 
【 統 括 ・ 管 理 者 と し て の 意 識 改 革 と 全 体 へ の 働 き か け 】  
・ 中 間 管 理 期 で あ り 、 今 ま で 統 括 を 頼 っ て い た 。 研 修 を 受 け た 後 に コ ロ ナ ウ イ ル ス 関 連 の 業 務 が 増 え 指 揮 指 令 系 統 を 意 識

す る よ う に な っ た 。  
・ 今 後 起 こ り う る 災 害 に 備 え て 保 健 師 と し て の 災 害 対 応 力 が 求 め ら れ る こ と を 改 め て 再 確 認 し 、 平 時 の 業 務 の 中 で 保 健 師

間 で 話 し 合 い の 機 会 を 持 っ て い き た い と 思 い ま す 。  
・ 他 課 の 職 員 の 考 え や 、 行 動 に 対 し て 意 識 す る よ う に な っ た 。  
・ 平 常 時 、 出 来 て い な い こ と は 災 害 時 に 出 来 な い と い う こ と を 認 識 し た の で 、 何 か あ る た び に 災 害 時 は ど う か と い う こ と

を 意 識 し 考 え る よ う に な っ た 。  
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や【災害を意識した日常業務への取組

み】、など、職場内へ伝達し、組織的な

取り組みにつなげるとともに、自己の日

常業務に中に災害の視点を取り入れ、強

化していた。また、両県とも、新型コロ

ナウイルス感染症の対策を【災害派遣時

における活用】の機会として、研修で学

んだ内容と結び付けて活動に取り組んで

いた。  
 
Ｄ．考察  
１．都道府県単位の人材育成研修におけ

る研修ガイドライン活用の有効性と課題  
本報告において対象とした研修は、双

方とも、研修全体の目的が災害対応に限

らない県内保健師の資質向上にあり、そ

の一環としてトピックス的に取り入れる

形で実施された。そのため、研修全体の

目的達成と災害研修の一貫性を意識した

企画が必要であった。具体的には、災害

対応経験や学習ニーズに差があったり、

研修企画者がニーズを十分に把握できて

いない状態で研修企画を行う必要があっ

た。このような場合でも、研修受講予定

者に対するニーズ調査にコンピテンシー

を活用したり、コンピテンシーを概観す

る中で特に強化したいコンピテンシーの

分析が可能になったりするなど、研修の

企画にガイドライン活用が有効であっ

た。  
研修受講後の効果については、両研修

とも、研修全体の目的が反映するかたち

で知識・技術・態度、行動化、職場環境

の変化のそれぞれに効果が見られていた

と思われる。  
A 県では、機器や救急物品の確認や事

故の備えにおいて複数の研修参加者の行

動化が確認された。これは、中堅保健師

が自己の役割を、災害発生時速やかに実

務対応に従事することとして認識した結

果であり、中堅保健師研修全体を通じ

て、自己の職場内での役割を振り返った

ことが影響していると思われる。一方 B
県では、県内各地から様々な所属、職

表 ６  研 修 2 か 月 後 の 評 価 (B 県 )つ づ き  

 災 害 時 に お け る 役 割 遂 行 に 関 連 し て 意 識 し た 行 動 ・ 態 度 （ B 県 統 括 ・ 管 理 期 保 健 師 ）  

 
【 自 己 啓 発 】  
・ 以 前 か ら 災 害 対 策 に 興 味 が あ り 、 さ ま ざ ま な 研 修 な ど を 受 け て い た の で 、 大 き な 変 化 は な い 。 た だ 、 ２ 月 に 開 催 さ れ た

庁 内 の 災 害 机 上 訓 練 の 内 容 を 参 加 し た 課 長 か ら 教 え て も ら い 実 際 の イ メ ー ジ を 再 確 認 し た り 、 災 害 時 の 停 電 を 想 定 し た
研 修 の 受 講 を す る な ど 、 よ り 実 践 に 近 い イ メ ー ジ を も っ て 災 害 対 策 に あ た れ る よ う に 、 学 び は 深 め て い る 。  

・ 災 害 と い う か 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 関 係 で 、 平 時 の 時 の 活 動 以 外 の 活 動 も し く は 事 業 の 変 更 等 が あ り ま し た 。 そ の た
め 、 休 日 の 市 民 相 談 の 対 応 と し て の 執 務 等 が あ り 、 そ の よ う な 中 で 、 災 害 時 の 行 動 に つ い て 考 え る 機 会 と な り ま し た 。  

 
【 業 務 多 忙 に よ り な か な か 行 動 に 移 せ な い が 意 識 に 変 容 あ り 】  
・ 4 月 か ら の 職 員 体 制 に お け る 災 害 時 の 対 応 に つ い て の 配 置 等 検 討 し て い く 必 要 を 感 じ て い ま す が 、 行 動 で き て は い ま せ

ん 。  
・ 平 時 か ら 災 害 時 を イ メ ー ジ し て 想 定 し て お く こ と が 大 切 と 実 感 。 " 
・ 災 害 時 は ど の 保 健 師 が 何 人 参 集 で き る か わ か ら な い の で 、 自 分 事 と し て と ら え て 、 災 害 に 関 す る 研 修 に で き る だ け 参 加

し 自 分 の 役 割 を イ メ ー ジ で き る よ う に し た い 。  
・ 具 体 的 な 行 動 や 態 度 に 結 び つ け る こ と が で き ま せ ん で し た 。  
 

特 に 周 囲 の 人 々 や 組 織 に 影 響 を 及 ぼ し た こ と （ B 県 統 括 ・ 管 理 期 保 健 師 ）  

 
【 保 健 師 の 災 害 に 対 す る 意 識 や 行 動 の 変 容 】  
・ 災 害 時 に 備 え 準 備 の 必 要 性 を ま わ り も 理 解 し て く れ る よ う に な っ た 。  
・ 感 染 拡 大 を 防 ぐ と い う 観 点 か ら 、 乳 幼 児 健 診 や 各 場 面 に お い て 共 通 し た 認 識 を も っ て 業 務 に 取 り 組 ん で い ま し た 。  
・ 気 づ い た と き に ス タ ッ フ 間 で 話 す よ う に な っ た 。  
 
【 訓 練 ・ 研 修 の 実 施 】  
・ 保 健 所 管 内 の 市 町 村 が 集 ま り 、 災 害 に 備 え た （ 救 護 所 設 営 ）  
 
【 情 報 共 有 と 話 し 合 い に よ る 災 害 へ の 備 え 】  
・ 以 前 か ら 災 害 時 保 健 師 活 動 に つ い て は ま と め て い き た い 希 望 が 所 内 の 保 健 師 間 に あ り 、 そ の 目 標 が 明 確 化 し て き た 。 ま

た 、 管 内 の 自 治 体 保 健 師 に も 上 記 の 内 容 を 話 し た と こ ろ 賛 同 し て く れ た 。  
・ 記 録 様 式 等 統 一 し た も の を 作 成 し て い く 動 き に な っ て い ま す 。  
 
【 そ の 他 】  
・ 統 括 で は な い が 、 ま と め る 立 場 の 理 解 が 得 ら れ た 。  
・ 常 に 意 識 し て の 行 動 や 対 策 を 講 じ な い と 、 と 思 い つ つ 実 践 で き て い ま せ ん 。  
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位、地域の保健師が集合するという研修

の特徴があった。そのため、交流や情報

交換により様々な刺激を受け、それを職

場に持ち帰り自組織や自己の活動に活か

すという使命が強く研修参加者に意識さ

れていたと思われる。また、同管内の保

健所・市町村が同じ研修を受けることで

災害対策の必要性を共通理解とすること

ができ、そこから研修会や勉強会など、

協働活動の実施につながっていた。  
このように、研修全体の目的と結びつ

いた行動の変化がより多く確認されたこ

とから、研修の内容だけでなく、研修の

位置付けも受講後の効果に影響すること

に留意し、研修全体の目標との一貫性・

整合性を意識して研修を企画することが

効果的な研修実施につながると思われ

る。  
ガイドラインの課題については、高め

たいコンピテンシーを明確化できたとし

ても、そのコンピテンシーを高めるため

の具体的な方策を検討するのが困難であ

る点が挙げられる。本研究の人材育成担

当者は、計画立案時に、教材開発や既存

の教材の活用、またグループワーク技法

について、知識の不足や困難を感じてい

た。この課題への対応策として、教材集

の作成や手法の例示を検討する必要があ

る。また、研修企画者が、大学や研究機

関等を活用し、研修を共同で企画実施す

る体制づくりも重要と考える。  
また、今回のように研修対象者があら

かじめ決定している災害研修の課題とし

て、参加者の知識や災害対応経験、また

所属組織の災害対策の取り組みに差があ

るため、到達度の絞り込みが困難になる

という点が挙げられる。これには、本研

修が人材育成研修の一部という位置づけ

であるため、時間の制約があることも影

響していた。特にＢ県のように、所属・

職位・地域の異なる参加者が集合する研

修の場合、経験豊富な参加者の知識や軽

減を活かし、参加同士が互いに高めあう

ことを目的とすることや、研修時間内の

みでの知識・技術の態度の向上を狙うの

ではなく、参加者がそれぞれの状況に応

じた今後の行動目標を見出せるようにす

ることが重要だと考える。そして、その

ような研修の意図を参加者が理解して研

修に参加できるような動機づけが重要に

なると考える。  
 

Ｅ．結論  
 都道府県の人材育成研修の一環として

行われる災害研修において、研修ガイド

ラインを適用し、研修の企画・実施・評価

を行った。  
研修の企画においてガイドラインを活

用しコンピテンシーを明確化することが

有効であったが、コンピテンシーを高め

るための具体的な方策を検討する段階で

は困難が伴ったこの課題への対応策とし

て、教材集の作成や手法の例示を検討す

る必要がある。  
実施した研修の効果からは、研修の位

置づけや研修全体の目的と結びついた行

動の変化がより多く確認された。都道府

県単位の人材育成研修の一環として行う

際には、研修全体の目標との一貫性・整

合性を意識して研修を企画することが効

果的な研修実施につながる。一方、多様

な参加者に応じた到達度の絞り込みや時

間の制約が課題となるため、参加者同士

の高めあいや研修後の行動化の動機づけ

が重要となることが見いだされた。  
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